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▲イノシシ肉のシチュー

▲森林内作業様子

○不法投棄・残土の無許可埋立てに注意
　「一時的に資材置き場として貸してほしい」、「良
い土で土地を埋め立ててあげます」などと、うまい
話を持ちかけられ、安易に同意してしまった結果、
廃棄物を不法投棄されたり、無許可で建設残土など
を埋め立てられたりする事例が発生しています。
　これらの責任や処理費用の負担は、行為者だけで
なく、土地所有者に及ぶこともあります。処理に困
る前に、安易に土地を貸さないようにしましょう。　
　また定期的な見回り、侵入防止柵や警告看板など
の設置を行い、未然防止できるように心掛けましょう。
○通報の際に提供いただきたい情報（分かる範囲で構いません）
　・発見日時、場所
　・投棄されているものとその量
　・捨てた人につながる情報（車の情報など）

■問い合わせ■　市民生活部　生活環境課　生活環境グループ　☎52-1111（内線123）
　　　　　　　　地域創生部各支所　山方 ☎57-2121　美和 ☎58-2111　緒川 ☎56-2111　御前山 ☎55-2111
　　　　　　　　不法投棄110番　　☎0120-536-380

　不法投棄・残土の無許可埋立てを見つけたら不法
投棄110番、市役所、大宮警察署または環境保全推
進委員長（副区長）へ通報してください。

※不法投棄110番の受付時間は、平日8時30分から
17時15分です。受付時間外は最寄りの警察署まで
通報してください。
※トラブルに巻き込まれる恐れがあるため、写真撮
影や行為者への声掛けは絶対にしないでください。

　地域活性化担当の松原功
こう

です。
　狩猟を主軸にした活動も3月末で一旦終わりを迎えました。猟期中の怪我や
事故もなく、「安全第一」で取り組めたことにとても安堵しました。
　さて、狩猟をやっていると捕獲できたか否かを聞かれます。結果は「12㎏
のイノシシ（メス）」を箱わなで1頭捕獲することができました。事前に「箱
わなでの捕獲は難しい」と聞いていましたが、小さいながらも捕獲することが
できて非常に興奮しました。
　猟期は冬だけですが、イノシシは季節問わず姿をみせます。これからの時期
は捕獲へ貢献することはできませんが、イノシシが姿を現しづらい地域づくり
も考えて取り組む必要性を感じています。森林に手を加えることは、イノシシ
対策にもつながるのでは？と思っています。
　「森林に手を加える」という点では、昨年度から「人々の交流が生まれる森林」
の実現を目指して活動しています。まずは人々が森林と触れ合う機会を提供す
ることに向けて準備を行っています。そのため森林での作業をメインとする活
動が日々増えています。
　今年も暑い夏が来ると思います。涼しくて気持ちの良い森林で過ごしてみま
せんか？

環境インフォメーション あなたの土地が狙われています
≪注意≫
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